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消防業務システムに係る検討状況

○ 消防業務システムの標準化・クラウド活用に向けては、標準仕様および標準仕様の普及の検討を進めている。

○ 検討結果は、消防業務システム標準仕様書群をとして令和６年10月に公表予定である。
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検討テーマ 検討成果文書 本資料記載頁検討内容

１．消防業務システム
標準仕様書の策定・
公表

令和６年10月公表に向けた標準仕様書案
の更新

【主な更新点】

• 機能一覧（今後の消防業務システムを見
据えた見直し）

• 帳票一覧（内部帳票を追加）

• データ要件（システム刷新時の移行デー
タ仕様）

• 標準仕様書_機能一覧
• 標準仕様書_帳票一覧
• 標準仕様書_帳票レイアウト・諸元表
• 標準移行データ仕様_移行ファイル構成

表・関連図
• 標準移行データ仕様_データ項目一覧表
• 標準移行データ仕様_コード構成表・一覧

表

P.６ – P.11

2．標準仕様の普及
促進

#1で策定した標準仕様書の普及促進のた
めの文書作成

• 標準仕様を普及するため、消防本部向
けに調達仕様書のひな形や、事業者向
けにクラウドでのサービス実装する際の
ガイドを提供する

• 消防業務システムの調達仕様書ひな形
• 消防業務システムの導入手順書
• 消防業務システムの導入手順書 別紙 ク

ラウド実装ガイド

P.12 – P.13







消防業務システム標準仕様書の更新 概要

○令和６年10月に更新版の標準仕様書の公表を予定している。

〇標準仕様書の主な更新は、「機能一覧」「帳票一覧」「データ要件」である。

〇合わせて標準仕様をより一層普及するため、SaaS型消防業務システムの調達仕様書や、昨年実施したガバメントク
ラウド上での実証事業の結果を導入手順書に反映する。

資料ID ドキュメント名 R6.03 R6.10 更新内容（予定）

G1-01 消防業務システム標準仕様書 1.0版 2.0版 ・他標準仕様に合わせ更新

G1-02 消防業務システム標準仕様書_機能一覧 1.1版 2.0版
・SaaS型消防業務システムに方針に合わせ
再構成

G1-03 消防業務システム標準仕様書_帳票一覧 1.1版 2.0版
・軽微な修正（外部帳票）
・内部帳票の追加

G1-04 消防業務システム標準仕様書_帳票レイアウト・諸元表（外部帳票） 1.1版 2.0版

G1-05 消防業務システム標準仕様書_帳票レイアウト・諸元表（内部帳票） - 1.0版

- 消防業務システム標準仕様書_データリスト 1.1版 廃止 ・事業者の自由競争領域のため定義しない*1

- 消防業務システム標準仕様書_機能別連携仕様 1.1版 廃止 ・多重管理防止のため管理しない

G1-06 消防業務システム標準仕様書_ファイル連携に関する詳細技術仕様 1.1版 2.0版 ・軽微な修正

G1-07 消防業務システム標準仕様書_非機能要件 1.1版 2.0版 ・軽微な修正

G2-01 消防業務システムの標準移行データ仕様_移行ファイル構成表・関連図 - 1.0版
・新規定義（消防本部の規模問わず、システ
ム刷新時に移行するデータを定義）

G2-02 消防業務システムの標準移行データ仕様_データ項目一覧表 - 1.0版

G2-03 消防業務システムの標準移行データ仕様_コード構成表・一覧表 - 1.0版

G3-01 消防業務システムの調達仕様書ひな形（本体） 骨子 1.0版
・SaaS型消防業務システムの調達に向けた
ひな形定義

- 消防業務システムの調達仕様書ひな形（ネットワーク） 骨子 廃止 ・導入手順書【G4-01】に統合

G4-01 消防業務システムの導入手順書 1.1版 2.0版 ・ひな形の使い方を解説

G4-02 消防業務システムの導入手順書_別紙１事業者向けクラウド実装ガイド - 1.0版 ・令和5年度実証事業の結果を記載

赤字：標準仕様の主な更新・追加
青字：標準仕様の普及に向けた更新・追加

6*1：R6.03時点で公表したデータリストは、外部のシステムとの連携データ項目の詳細であるため、「消防業務シ
ステム標準仕様書_機能別連携仕様」と合わせて、別途管理・公表に変更。





標準仕様書の更新 機能一覧

○機能一覧については、調達時に機能一覧表を基に消防本部が必要な機能を選択する方式であることを踏まえ、選
択不要な機能や参入障壁となり得る機能の削除等の見直しを行っている。

消防本部
観点

事業者
観点

SaaS
サービス
の条件

区分

① 消防本部職員が選択でき
るか（付随処理編）

③ 参入障壁がないか

④ 消防業務システムの機能
が疎結合でない

⑤ 「全消防本部共通のサービ
ス提供」のポリシーに反す
る機能がある

見直しポイント 詳細

ある機能を選んだら、自動で選択される機能（付随処理）は記載不
要ではないか。

消防指令システムに関連する機能を標準とすると、消防指令システ
ムを提供しない事業者にとって参入障壁となる。

機能間で関連している機能があり、ある機能を利用する際に、関連
した機能の利用が必須となる機能定義である。

例. 庶務機能の消防職員管理業務では、予防業務等の他業務分類と連携
する機能が存在する。これを必須機能とすると、要・不要に関わらず分
類を跨いで機能の利用が強制されてしまう。

全消防本部共通のサービスを提供する方針だが、現状の機能定義
では共通サービスにはできない機能がある。

例. 現状、消防本部ごとに異なる地図が許容される定義であるが、SaaS型
消防業務システムでは統一した地図を提供する必要がある

② 消防本部職員が選択でき
るか（共通機能編）

統計処理、マスタデータのメンテナンス、条件設定（検索、出力等）
はそれぞれ10回以上出現する。各業務個別の機能ではなく、共通
処理ではないか。

その他 ⑥ その他 上記以外の更新（例：特定のシステムとの連携が必須か）
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対応

機能一覧表から削除
（補足として欄外等に追記）

機能区分（標準、オプション）
の見直し

機能区分（標準、オプション）
の見直し

機能自体の見直し

共通機能として分離
（あるいは、①と同じ対応）

（個別対応）



標準仕様書の更新 帳票一覧

○令和５年度は、外部帳票の一覧化および外部帳票のレイアウト・諸元表を策定し公表した。

〇令和６年度は、内部帳票に対して標準化対象の一覧および、その帳票レイアウト・諸元表を策定し公表する。

令和６年度３月公表段階

令和６年度10月公表予定

① ベンダー提示帳票から、国表と外部帳票を除いたものを
内部帳票とし、標準化の検討対象とした。

② ①で選定した帳票を７種に分類※2し、標準化によるコスト
削減効果が高いと見込まれる帳票として、「記録類」及び
「台帳類」のものを標準定義対象として選定した。

外部帳票

79 帳票※１

内部帳票

96 帳票

ベンダー
提示帳票
542帳票

外部帳票
定義対象

内部帳票

業務分類 具体的な帳票名（一部抜粋） 帳票数

警防 • 火災活動報告書
• 救急出場報告書
• 水利台帳（消火栓） 等

25

予防 • 防火対象物台帳
• 届出処理簿
• 危険物施設台帳 等

59

庶務 • 職員台帳
• 出場明細書
• 退職報償金支払請求内訳書 等

12

内部帳票
278帳票

国表

内部帳票
定義対象

※１：79帳票のうち、法律や規則でレイアウト等が定
められていない27帳票については標準仕様書にてレ
イアウト・諸元表を策定する。

96帳票
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補足：標準化対象の選定の流れ（内部帳票）

① ②
※2：内部帳票の分類
「記録類」「台帳類」「一覧表」「集計結果」「抽出結果」「突合結果」
「その他出力」の計７分類










